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別紙様式 3 (課程博士 •論文博士共用)
論 文 内 容 要 旨
&整理番号 7 84 氏 名 児玉 泰一
学使論文題目
Prognostic impact of CD44-positive cancer stem-like cells
at the invasive front of gastric cancer
【研究の目的】癌幹細胞：Cancer stem cells(CSCs)は腫瘍組織中に存在し、正常の 
幹細胞と同じように自己複製能を有した細胞群であり、癌細胞の供給源として働き、 
腫瘍の進展に深くかかわっている。胃癌において癌幹細胞マーカーはCD44の有用性 










【対象と方法】当科で 2007年 1 月から 2009年 1 2月までに胃癌切除術を施行した 









別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用)
(続紙)
【結果】胃癌切除例123例中、腫瘍浸潤最傑部にCD44s，CD44v6，CD44v9の発現を 
認めた症例はそれぞれ13例 (10.6%)、79例 (64.2%)、47例 (38.2%)であった。胃癌関 
連死に関するCox比例ハザードモデルによる検討では、腫瘍全体でのCD44v9の発 
現 陽 性 例 、腫 瘍 最深部でのCD44s、CD44v6、CD44v9発現陽性例は、陰性例と比較 
し有意に予後不良であった(HR:2.87, 95%CI：1.06-7.75 = 0.039） (HR:6.80，
95%CI：2.73-16.95 ,p<  0.0001) (HR:4.15, 95%CI：1.23-14.08,p = 0.022）（HK：4.65, 














別 紙 様 式 8 (課程博士 •論文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
整理番号 7 8 4 氏 名 児 玉 泰一
論文審査委員
(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体 1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと
がん幹細胞ががんの進展や治療に重要であることがよく知られるようになり、がん幹細胞 
の腫瘍内検出頻度と予後が相関するとの報告もあるが、がん幹細胞の量的な評価方法にっ 
いては未だ確立していない。本論文は、がん幹細胞マーカーとして⑶4 4 の 3 つのアイソフ 
ォ ー ム （C D 44s、CD44v6、C D 4 4 v9 )を胃癌に用い、浸潤最深部に特に注目して、免疫組織 
化学的に検出されるCD44発現癌細胞の存在（癌細胞の 5%以上を占めること）と予後との 
関係を調べ、以下のことを明らかにした。
1 . C D 44陽性癌細胞の存在と予後との相関は、腫瘍全体で評価するより浸潤最深部で評 
価する方が強かった。
2 . ⑶ 4 4 s陽性細胞の最深部での存在は、多変量解析で独立した予後不良因子で、深達度、 
リンパ節転移、組織型等の臨床病理学的因子とは相関せず、術後再発と有意に相関し 
た。
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